大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業
　中間評価調書
（推進事務局版）
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〈以下は非公表〉
○記載にあたっての留意事項
	①　「取組実績」欄には、平成２２年度までの取組実績を記載してください。なお、必須ではありませんが、平成２３年度の実績のうち調書提出時点までのものについて記載された場合は、評価の対象とします。また、推進事務局の活動による成果や波及効果など、アピールできる内容があれば、併せて記載してください。
②　取組実績を補足するために、必要に応じて、図表や根拠資料等を別途、添付することも可能です。その場合、「資料○を参照」など参照先がわかるように注記を入れてください。なお、本事業に関する自己評価、外部評価の報告書がある場合には、参考資料として添付してください。
③　「今後の展望」欄には、構想の組立て直し（大学間連携、産業界との連携、英語コースの授業開放、教育資源の共有化等）を踏まえつつ、事業の改善又は発展への方策など今後の展望について記載してください。

④　調書記載にあたってのページ数等の分量制限については特段の制限は設けませんが、一応の目安として調書全体で５－１０頁程度を目安としてください。また、参考資料の添付にあたっては、現地調査の際に確認することも可能であることから、大部の報告書や資料をそのまま添付せず、必要な箇所や例示として数例に限り添付するなど、必要な範囲に限っていただくよう工夫してください。


１　推進事務局
	推進事務局として、必要な体制・環境が整備されているか。


【取組実績】
【今後の展望】

	事業全体の推進のための取組が積極的に行われているか。


【取組実績】
【今後の展望】

２．経費（補助金）の使用状況
○記載にあたっての留意事項

	①各経費の明細については、別添様式１に記載してください。

②「取組状況欄」には、各年度における以下の事項について記載してください。
・補助金の各経費（設備備品費、旅費、人件費、事業推進費）への配分にあたっての考え方

・補助金の適正な執行のための体制・取組について（年間の執行計画はあるか、不適切使用を事前に防ぐための取組や執行管理の方法、内部監査や監事監査等は行われているか、年度末に緊急度や必要性の低い消耗品や備品を購入するなど、効果的とは言えない使用がないか　等）

・補助金の効率的、効果的な使用のための工夫や取組について
③「今後の展望」欄には、構想の組立て直し（大学間連携、産業界との連携、英語コースの授業開放、教育資源の共有化等）を踏まえつつ、今後の予算の配分方針や、事業終了後に大学負担で本事業を発展的に継続していくための方策など今後の展望について記載してください。


【取組状況】
	（平成２１年度）


	（平成２２年度）




【今後の展望】

	


３．その他（意見・要望）※
	限られた期間、予算のなかで国際化の拠点となるべく様々な創意工夫、経営戦略によってこれまで取り組んでこられた貴学が、我が国の大学の国際化を牽引する拠点となるうえで、その努力や困難さ、課題について、ご自由にお聞かせください。その際、国際化拠点として、更なる取り組みとして必要と考えられることについても、自由にお聞かせください。
※）本欄に記載した内容については、評価の対象とはしませんので、積極的に記載してください。
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